
総合特別区域評価・調査検討会における評価結果の概要（平成25年度）

２．分野等別状況 （１）国際戦略総合特区（5/7）
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・全体としては概ね順調に進展（※１）している。研究が重視されるプロジェク
トであり、今後、実用化や普及の面で成果が現れ、国際的にも高く評価され
る成果の出ることが期待される。
・個別の事業については、事業化に向けて克服すべき課題（※２）もある。

（※１）各指標の進捗度（平成25年度）をみると、①産学官連携による新規プ
ロジェクトの創出数（進捗度114%）、②次世代がん治療（BNCT）に関連する競
争的資金獲得件数及び特許出願件数（進捗度60%）、③生活支援ロボットの
安全認証数（進捗度100%）、④藻類産生炭化水素オイルの1ha当たりの年間
生産量（進捗度71%）、⑤TIA‐nanoにおける産学官連携による累積事業規模
（進捗度109%）となっている。

（※２）今後の取組みの方向性として、専門家から、次世代がん治療（BNCT）

については、研究開発の要素が多岐にわたり、人材育成も同時に必要となる
ため、統合的な管理運営体制が必要となるとの指摘があった。また、生活支
援ロボットについては、市場への投入を考慮し、介護保険制度等への働きか
けが求められるのではないかとの指摘があった。

*1）「正」とは正評価、「準」とは準評価を意味する。 *2）「Ⅲ」については、「地方公共団体による総合評価の状況」についても評価している。

◆評価書はこちら ◆評価結果はこちら

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/jigo_hyouka/h25/p1/self_kokusai_2.pdf
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/jigo_hyouka/h25/p2/kekka_kokusai_2.pdf



